
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

赤門は江戸時代の宝暦４年（西暦 1754 年） 

に上棟された建物で、明治維新の飯田藩の 

廃藩により、飯田城の建造物が取り払われた 

なかでこの門だけが郡役所の門として残され 

ました。 

 現在では、当時の姿のまま形を残す唯一 

の遺構となっています。 

 

飯田城桜丸御門（赤門）を開門します!! 

長野県（南信州地域振興局）プレスリリース  令和８年（2026 年）３月 26 日 

開門期間 令和８年3月2６日（木）~４月28日（火） 
 

飯田城桜丸御門（赤門） 

（問合せ先） 

南信州地域振興局 総務管理課 総務担当 橋爪 

電 話  0265-53-0400（直通） 

0265₋23₋1111（代表）2312（内線） 

F A X  0265-53-0404 

E-mail minamichi-somu@pref.nagano.lg.jp 

飯田合同庁舎敷地内の「桜丸御殿址のヒガンザクラ」（夫婦桜）の開花時期に合わ

せて赤門を開門し、観桜される方々に親しんでいただきます。 

また、4 月６日（月）には、飯田市立追手町小学校の入学式を終えた新入生の皆さ

んが赤門の通り抜けを行う予定です。当日は、新たな門出をお祝いして「松一子供

獅子舞教室（まついちこどもししまいきょうしつ）」の皆さんによる獅子舞の奉納

を予定しています。 

 

県飯田合同庁舎の敷地内にある名桜。 

２本の桜が合体していることから、「夫婦桜」 

と呼ばれています。樹高 20m、根回り 10m、 

樹齢は 400 年と推定されます。桜丸の名を 

しのばせる古木です。 

 飯田市美術博物館の「安富桜」（エドヒガン） 

とともにご覧ください。 

桜丸御殿址のヒガンザクラ（夫婦桜） 


